
1．背景
近年の情報通信技術（ICT）のめざましい進歩

により、世界は大きく変貌しつつあり、これから
も速度を上げて変革は続きます。

我が国でも、1970年代には情報化社会の出現
とそれへの対応の必要性は、共通に認識されてい
たものと思います。

大学の情報関連学科の設置（例えば、筑波大学
情報学類は、1977年に設置）や増強・再編、さら
には情報リテラシーをカリキュラムに持つ学科の
設立も相次ぎました。

また、高等学校においても、情報科目が導入さ
れました。その総仕上げとして、今回の小学校段
階におけるプログラミング教育があると解釈したい
ところです。しかし、どうもそうでもないようです。

それは、情報技術の産業力、研究力で、日本が
先頭集団のランナーであるものの、トップとして
世界でリーダーシップをとっている状況ではない
からです。

世界を動かす企業GAFAM（Google、Apple、
Facebook、Amazon、Microsoft）は皆アメリカ
が発祥の地です。かつて、IBMと技術力を競う 
ほどの企業であった我が国の大企業は、現在、情報
分野では影が薄くなったと言わざるを得ません。

20～30年前に強力であった会社が、現在も以前

と同様の強さでないことを嘆く必要はありません
が、我が国の産業の新陳代謝が進んでいないこと
は否めません。

GAFAMは皆若い会社です。GAFAMなどと
肩を並べるような若い企業群が日本には無いの
です。人に喩えると、若い人が育たず、年長者が
いまも頑張っているというのが、日本の情報産業
の実情です。

言い換えると、若い人材を育成する施策が、十全
に機能していないと言えなくはないでしょうか。
そのようにとると、次期学習指導要領に盛り込ま
れる、小学校段階でのプログラミング教育は、情
報科学の研究者からみますと、情報教育のあり方
の仕切り直しという感がします。

本稿では、小学校段階のプログラミング教育に
テーマを絞り、前編・後編に分けて、考えてみた
いと思います。

2．プログラミング教育とは　　　　　　　
文部科学省のウェブサイトには、「2020年代

に向けた教育の情報化に関する懇談会の資料」(参
考文献：文部科学省「2020年代に向けた教育の
情報化に関する懇談会」でご検索ください)が載っ
ています（最終まとめも載っていますが、途中経
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過の審議内容のほうが興味深いので、第4回の資
料を引用します）。

この資料は今から3年以上前のものですが、こ
れまでこの資料に沿う形で準備が進められ、
2020年の4月から、提言の一部が教育現場でス
タートするとのことです。

上記資料のタイトルが「教育の情報化」とある
ことからも分かるように、そこでは、ICTが教育
に及ぼす効果・影響について、政策面から広く論
じられています。

プログラミング教育は、教育の情報化の一環と
して、様々な角度から考察されています。その中
で、 (a)小学校の情報化設備の充実と各生徒への

「タブレットあるいはノートパソコン」の支給、
（b）初等・中等教育へのプログラミング教育の
導入という提言が、特に私の眼を引きます。

※画像はイメージです

3．プログラミング教育の情報環境　　　　
まず、(a)からみていきます。ここで導入が計

画されているのは、機能の限定された軽量パソコン
（以下、軽量パソコン）とクラウドです。

クラウドという用語は、最近、メディアでもよ
く使われています。また、多くの業種では、情報
部門のクラウド化が進んでいますので、産業界で
活躍する方々には、なじみのある用語でしょう。

しかし、小学生の子供たちと主に接するお母 
さん達はどうでしょうか。おそらく、雲（Cloud）

とコンピュータの組み合わせに戸惑われると思い
ます。ですから、お母さんにもこの意味を知って
もらい、クラウドを適切に使えるようになっても
らうことが大事です。

たとえて言えば、クラウドは雲のように空に漂
うコンピュータのようなものですから（計算雲と
いえばよいでしょうか？）、子供たちが習うこと
は、教室で終わりというのではなく、野外学習で
も、家庭の茶の間でも軽量パソコンをクラウドに
つないで見つけられるようになるでしょう。

子供たちが持つことになる軽量パソコンは、 
タブレットか、薄いパソコンを想定していますから、
見た目はスマートフォン(以下、スマフォ)を大き
くしたようなものです。持ち歩いても、違和感は
ないでしょう。 ただし、生徒一人につき一台と
いう状況には、すぐにはならないようです。

軽量パソコンとクラウドという組み合わせは、
コンピュータの発展の流れに沿った、現時点にお
いては適切な選択です。ただ、ICTは変化の早い
技術ですので、数年間、同じ道具が使えるかどう
かはわかりません。

また、いくつか気がかりなことが他にもあります。
一番気がかりなのは、軽量パソコンとクラウド 
をどうつなぐかです。学内では、Wi-Fi　LAN

（Local Area Network）で接続可能になると思
いますが、どこの家庭にもこのWi-Fi　LAN環境
が整っているとは限りません。可能にするには、
光ファイバーの線を引き込む必要があります。

また、軽量パソコンを野外で使い、クラウドと
接続するとなると、LTEという仕様を満たす接続
デバイスが必要です。

さらに、LTEを活用するには、LTEサービスを
提供する携帯電話会社と契約しなくてはなりませ
んので、余分にもうひとつスマフォの契約をする
程度の経費がかかることになります。

（後編に続く)
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